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韓国・東南圏と日本・九州における超広域経済圏の


















































































































全　国 99,646 47,278,951 817,811,875 78,211,931 35,977,359（100.0） （100.0） （100.0） （100.0） （100.0）
首都圈 11,730 22,766,850 386,989,607 56,200,060 20,720,115（11.8） （48.2） （47.3） （71.9） （57.6）
忠清圈 16,572 4,792,804 91,614,559 5,567,555 3,167,269（16.6） （10.1） （11.2） （7.1） （8.8）
湖南圈 20,629 5,021,548 83,504,218 3,484,889 2,530,104（20.7） （10.6） （10.2） （4.5） （7.0）
大慶圈 19,910 5,072,188 84,477,482 4,589,809 3,108,441（20.0） （10.7） （10.3） （5.9） （8.6）
東南圈 12,342 7,629,115 141,180,802 6,696,892 5,163,008（12.4） （16.1） （17.3） （8.6） （14.4）
江原圈 16,613 1,464,559 22,381,340 1,328,064 889,301（16.7） （3.1） （2.7） （1.7） （2.5）













































世界ＧＤＰ総額 (a) 九州圏, 韓国南部ＧＤＰ (b) (b) / (a)
44兆3,849億ドル 6,287億ドル 1.4% 
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14）Kabu Takayoshi, ‘The Possibility of across the Japan-Korea Strait Economic 
Zone’, p.233, 2008.

